












































































































































































中国中等 米加英 夏短 韓国
位置付け 文化体験プログ 教授法 課外活動 文化体験プログ
ラム ラム
センター側 総合日本語 総合日本語
参加法 必須 必須 選択 必須
参加人数 20名 8名 38名 50名
参加形態 1クラス 個人 修学旅行の 複数校のクラブ
1グループ
中高側 位置付け 授業 課外 授業 課外
参加法 必須 選択 選択 選択
参加人数 生徒40名、 生徒21名 生徒9名、 生徒51名、
教員10数名 教員1名 教員12名
活動内容 研修参加者が中 研修参加者が中高生 高校生がその進路 日韓の事情紹介
国事情紹介 の生活についてイン に関する情報収集
当日 タビューし教材化






































































































































































































































































































































































センター  学校の交流 担当の教師 
日本人 
（海外・日本） 
日本語 
学習者 
外国人 
日本語教師 
〔注〕
（1）各国・地域のシラバスやガイドラインなどで公開されているものはhttp://www.jpf.go.jp/j/
urawa/world/kunibetsu/syllabus/sy_tra.htmlで見ることができる。
（2）インターアクト部については、http://www.rotary.or.jp/index.html　を参照されたい。
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